
「講義要綱」における

仮名本語 と原語 の綴 りとの関係 について

(2)

POPESCUFIorin

一 .は じ め に

「講義要綱」と呼ばれるキ リシタン写本は、ヴァチカン図書館に所蔵のラテ

ン語版 と、オ ックスフォー ド大学図書館 に所蔵の 日本語版がある。拙稿 「「講

義要綱」の成立について」°f(以下 、 「成立について」 と略称す る)で は、ラテ

ン語版は1594年 以降書写 された ものであって、 日本語版は1595年 以降書写され

たものであることを指摘 した。

日本語版に二万語以上の 「本語」(和 文中にラテン語や ポル トガル語などで

出て くる語)が あって、表記の仕方か ら、これ らはローマ字本語、仮名本語、

合字(ロ ーマ字による合成宇)本 語、漢字本語の四種類に分けられる。

拙稿 「「講義要綱」にお ける仮名書 きの本語について」〔21(以下、「仮名本語

について」と略称す る)で は、仮名本語の揺れのもととなった原因を三種類に

分けた。それは、一つには誤写に基づ くであろ う誤字 ・脱字 ・衛字、二つ には

誤写ではない仮名表記の問題、三っには、もととする言語の相違である。拙稿

では最初の二種類を検討 した結果、本語が表記 されている形はローマ字の綴 り

をもとに しているのではなく、原語 の発音の形 をもととしているものであるこ

とを明 らかにした。また、ラテン語 から和訳を行ったヨー ロッパ人グループ と

筆記作業を中心に行った 日本人 グループ という仮の状況を考え、和訳者はラモ

ン師一人ではないか と考えた。そ して仮名本語に原語のアクセン トな ど、発音

の要素が入 っていることか ら考察 し、和訳作業はラモ ン師によってな され、筆

記作業には日本人 と共に、 ヨー ロッパ人宣教師が携わって、本語の発音を提供

したのではないか とい う結論に至った。ただ し、このヨー ロッパ人は ラモ ン師
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自身であったか どうかは分からない。

同 じ拙稿で指摘 したように、 日本語版の中に出て くる仮名本語 は、64.5%が

ポル トガル語、11.9%が ラテン語の形、15%程 度 がラテン語 とポル トガル語 と

共通 している形、残 りはラテン語 とポル トガル語 にない形である。それ らの語

には、スペイン語に近い形がある。またアツ ト、ヱヘ ツ ト、スカンタロのよう

に、スペイン語やポル トガル語にない形があるが、これ らの表記にちなんだ発

音を強いて探 してみると、イタ リア語にある場合がある。

本稿では、ラテ ン語 とポル トガル語にない語を中心に して検討す る。拙稿 「「講

義要綱」における仮名本語 と原語の綴 りとの関係について」(3)(以 下 「綴 りと

の関係について」 と略称する)で は系統的な変化の中で、 ラテ ン語 をもとにし

ている語を取 り扱った。そのとき、エスヒリシテなどは、ポル トガル語に存在

しないため、ラテン語explicate(明 言 されている さま)の 仮名表記である と考

えておいた。 しか し、explicateの標 準ラテン語の発音か ら推 定され る仮名表記

は 「エキスピリチテ」であ り、これ を実際の仮名表記 と比較す ると、 日本語版

では子音連続xが 仮名文字 「ス」 に簡略化 され、破擦音で あるはず のCIが 摩擦

音 「シ」 として表記 され る。また 「アツツス ・ヒリムス ・ススタンシア リス」

は、語形からラテン語actusprimussubstan亘alis(第 一 の物質的所作)を もとに

していることは明らかだが、標準ラテン語の発音か ら推定される仮名表記は 「ア

クツス ・ピリムス ・スブスタンチア リス」のようなもの となる。推定表記から

見ると、子音連続ctの 前 項cは 破裂音 「ク」に表記 され る と予想 され るが、実

際には 「ツ」(破 擦音、もしくは促音)に 表記 されていることになる。また、

子音連続bstに お いて、推定表記ブスタがスタに表記 されてお り、前項bが 簡略

化 されてい ることになる。 さらに、tiはチ ではな くシとなってお り、摩擦音表

記が行われていることになる。

エスヒ リシテとアツツス ・ヒリムス ・ススタンシア リスのような例では、ラ

テン語の綴 りが厳密 には反映されていないが、中世の諸 ロマ ンス語 と形 を異に

しているため、もとの形がラテン語であると比定できる。以下は、 このよ うな

表現を主に考察す ることによって、もとの綴 りが分か りに くい語の様子を解明

してゆく。

二.い くつかの子音連続の表記について
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16世 紀 の ラテ ン語 は 中 世 後 期 語 と さ れ て い る 。 拙 稿 「「講 義 要 綱 」 に お け る

ロー マ 字 書 き の 本 語 に つ い て 」f/)(以 下 「ロー マ 字 本 語 に つ い て 」 と略 称 す る)

で も 見 た よ うに 、 こ の 時 期 の ラ テ ン 語 は 、 古 典 的 ラ テ ン 語 と比 べ る と相 違 点 が

あ る。 国 原 吉 之 助 氏 『中 世 ラ テ ン語 入 門 』 に あ る 、 中 世 ラテ ン語 表 記 の 混 乱 に

対 す る ま と め を 以 下 に あ げ る。

「e=田,e=(E;f=ph,t=th,c=ch;1=1,c=qu,cirti,d=t,x=s,honor‐onor,子 音 重 複

などの混同は、MLの ほ ぼ全期 を通 じて見 られ る。」〔51

同 書 によると、それ らの混同が もっとも著 しいのは、ロマンス語が俗 ラテン

語 から形成 された時期(8世 紀)ま でである。カロ リング時代、古典 ラテン語

に復帰す る傾向がみ られ、後期には再び乱れ始めるが、前期ほ どではない とい

うことである。

また、これ らの混乱は程度が文献によって異なってお り、16世 紀の科学書や

神学書にはそ う頻繁に起こるものではない。ラテン語版でも、また 日本語版に

おけるラテン語の引用文で も、誤写は見 られるものの、このような混乱はほと

ん ど見 られない。

ラ テ ン 語 で は 、 基 本 的 に 発 音 は 一 字 に 対 して 一 音 で あ る。 当時 の 文 法 資 料 に

お い て 「consonamuta」 と呼 ば れ る 破 裂 音 〔`1が二 つ 連 続 し て 、 か っ そ れ ら を 分

か ち 書 き に し な け れ ば な ら な い と き に は 、 そ の 間 で 分 け て 、 二 つ の 音 節 で あ る

こ と を 示 す こ とに な っ て い る。 す な わ ち 、 子 音 連 続 の 前 項 を も っ た 音 節 が 破 裂

音 に 終 わ る こ と に な る 。 ポ ル トガ ル 語 で は 、 そ う で は な い 。Oliveyraの 「ポ ル

トガ ル 語 文 法 」(1536)で は 、

(A)Anossalinguanaocosinteacabarasnossassyllabasem.c.nememouts

alghuatetramuda.01

(我 が 言 葉 ポ ル トガ ル 語 は 、 音 節 がcや 他 の 破 裂 音 に 終 わ る こ と を 承 知 し

ない)

つ まり、破裂音 の子音が表記 では連続す るとして も、音節が破裂音で終止 し

な い 。

日本 語 に つ い て は 、 ロ ド リゲ ス 日本 大 文 典 に 次 の 記 述 が あ る:

(B)Todaasyllaba,acabaemvogalounaconsoantesN,M,T{6)(日 本 語 で

はすべての音節は母音 もしくはn、m、tの いずれかに終わる)。

つ ま り、当時のキ リシタン宣教師にとって、入声音は破裂音に終わる唯一の

音節 としてとらえ られていたのである。ポル トガル語 は、破裂音 に終わる音節
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がない という(A)の 記述 を考慮に入れ ると、破裂音に終わる音節がた くさん

あるラテ ン語 より、 日本人にとって聞きやす く、写 しやすかったのだろ う。ま

た、原語の綴 りが厳密に仮名表記 されていたなら、子音連続の各項に対 して仮

名の一文字が当てられ るはずで、多くの場合にラテン語 とポル トガル語 との相

違点が明白になるだろ うが、実際の表記では揺れが多 くて、語形全体からラテ

ン語かポル トガル語か区別 しにくいことが多い。以下はいくつかの子音連続を

取 り上げてゆく。

二 ・1-ct-(directs,intellectus)

国原氏 『中世ラテ ン語入門』には、「子音の弱音化 ・脱 落」 として、次のc脱

落現象が紹介される(p.46)。

(C)Nct>ntBantus(<sanctus),defuntus(〈defunctus)

Ct>tautor(<auctor),autoritas(くauctoritas)

ポ ル トガ ル 語 に お け る こ の 連 続 子 音 に 関 して 、Oliveyraの 記 述(A)と と も

に 、Gandavoの 「ポ ル トガ ル 語 の 書 き方 と正 書 法 に 関 す る 規 則 」(1576年)に 、

次 の 記 述 が あ る。

(D)Etambemestaletsc,peloconseguinteemtalcasonunquaseapa伽do

t,assicomosan=cta,conje=ctura,vi=ctoria,&c.Aindaquenestanossa

且inguagempelacorrupg50dosvocabulos,vsaomuitapocasvezes,ouquasi

nuncadec,antet:masquandoovocabulootemdesuaorigem,&assi

inteiramentefoivsurpadodolatimperanossovso,naoseradesnecessario,nem

inconuenientevsallo(comoalgusqueremdizer)― ・・f9)(し た が っ て 、 こ の 文 字c

は 、 そ の よ う な 場 合 にtと 分 裂 す る こ と は な い わ け で あ る 。 例 え ば 、(…)

も っ と も 、 我 が 言 葉 は 単 語(の 形)を 崩 し て い る た め 、tの 前 にcを 用 い る

ことは稀で、ほ とんどないことである。 しか し、ある語がそれを語源から

有す る時、それはこの語がラテン語か ら我 々が使用す るために完全 に借用

された ということなのだが、cを 用いることは(あ る者がい うよ うに)不

必要でも、不便で もない。)

以 上 の 記 述 は 、 正 書 法 に 関 す る も の で 、ctが 現 れ る と き の 音 節 の 分 け 方 につ

い て 述 べ て い る が 、"nossalinguagem(…)usapocasvezes(…)deC,antet"(些

前 にcを 用 い る こ とは 稀 で 、 ほ と ん ど な い こ と で あ る)と い うの は 、 発 音 され
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る場合のことであろ う。なぜな ら、ctを含 む語は現在でも決 して少なくなく、ct

が ほ とん ど存在 しないはず はないか らである。

また、"quandoovocabulootemdesuaorigem(…)naoseradesnecessario

vsallo"(あ る語がそれを語源か ら有す る時(中 略)、cを 用いることは不必要で

もない)と い うのは、おそ らくポル トガル語に受け入れ られて間 もない、ラテ

ン語の感覚を残 している語 を表記する場面を指 してい る。 ところで、ラテン語

ではctの よ うな破裂音 の子音連続はcとtの 間で二音節に分かれることになって

いることを考慮すると、ラテン語の綴 りのままポル トガル語に借用 した語の場

合cとtを 分けない とい う、ラテ ン語 と異 なった規則が成立 し得るのは、ポル ト

ガル語 ではcが 発音 されていなかったからに違いない。

つま り当時、表記の上では、ctのcを 記すか どうかについてはそれぞれの書

き手の主観に任せ られた部分があっただろ うが、発音上では、ポル トガル語 に

ラテン語の言葉が受 け入れ られ る時に、cが 発音 されなかった可能性が高い。

実際に、 当時の資料で、単語 がラテ ン語か らポル トガル語に借用 されるとき

は、連続子音ctの 前項cが 表記上でも取 り去 られることが多い。 日本語版や他

のキ リシタン資料 によく出てくる語を二三あげる。

例:doctor,-es→doutor,-es第 一 章 で 見 た 誤 字 脱 字 や 揺 れ が 見 られ る が 、

ド トウル(45例)と ド トウ レス(85例)が 中 心 的 で あ る。

lector→leitor(レ イ ト ウ ル(1例))

instinctus→instinto(イ ン ス チ ン ト(6例))

この面では、ctが 発 音 され るラテン語 よりも、cを 発音 しないポル トガル語

の方が、開音節 しか存在 しない 日本語の感覚に近いわけである。

以下の表に出て くる表現 には明 らかにラテン語の語形 をした、Ctを含 む語を

まとめた。
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表1連続強t中 αの表記例

番号

1

a

3

4

5

6

7

8

9

10

11

iz

13

14

15

16

17

日本語版の例

コア クタ ・ヒイテス

イ ノランシアアヘ クタ

アタ

ヂレキテ

インチレキテ

ヘルデペキツンカヲシ

ヘルチスツルクシヤウ

ネスマテリヱ

ヘル テス ツル クシヤ ウ

ネ スノVレシユン

ヘルテスツルクシヤウ

ネススホウシチ

アクタAp(ソレン

アツタAp(ソレン

アツツス ・ヒ リムス ・

ススタンシア リス

インテレツツアル

コ レツシ ヨ

シルクンスヘツシ ヨ

ヒンヂツタ

ヒンヂタ

アヘ シヨウネス

インテレツス

ヒイテスノンヒヱタ

朧
coactafides

ignorantia

affectata

directe

indirecte

perdefectum

causi

per

destructiones

matena}

per

destructiones

partmm

per

destructiones

suppositi

Acta

Apostolorum

actuspnmus

substantialis

intelectualis,-e

correctro

circumspecUo

vindicta

affectio,-nes

intellectus

fidesnonficta

翻
(coacta)fe

且gnorancia

afeitada

diretamente

indiretamente

pelodefeitoda

causa

peladeswigao

da

matena

pe且adestruig50

despartes

peladestruig五 〇

dosuposito

使用されない

actopnmo

sustancial

inteletual

corelgao

clrcumspegao

vindita

afeip30,es

entendimento

fenaofeita

醗
coactafe

1gnoranCla

afectada

directamente

indirectamente

portodefecto

delacausa

porla

destruccion

dela

matena

porladestruc-

ciondespanes

porladestruc-

ciondelos

supositos

使用されない

actopnmo

substantial

intelectual

coreCC瓢on

c1「cumspecc且on

vindicta

afecciones

entendimiento

fequenoes

feita

cの表記

ク

ク

キ

キ

キ

ク

ク

ク

ク

音促

促音

促音

促音

促音

なし

促音

なし

なし

ヱ
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表1の 語 は拙稿 「綴 りとの関係 について」(p」5)で 指 摘 したように、難解な

構文で和訳 しに くいため、ラテ ン語のままに仮名表記 されている。 これ らの中

にある子音連続Ctのcを 仮名で表記す るには三つの方法が見られる。

(1)力 行 音が用いられ る方法。

(2)cを 促音に変換する方法。(12、13の 例 では、ツがサ行音に先行す るため、

ツをタ行音でない と考 えるべきである)

(3)全 く表記 しない方法。

(1)の 表記法はラテ ン語 の子音の発音を最も厳密 に反映 している。ctのcが

力行音 として表記 されてい る語 は、全体で16語(延 べ58例)あ るが、その中で

元の綴 りがラテ ン語の ものは表1の7語(延 べ7例)で ある。残 りはcが 読まれ て

いるが、語末はポル トガル語のよ うになっている。

例:オ ブ セ ク ト(ポ(jeito、 ラobiectum)

ス フ ゼ7 ―ヒ(ポsujeito、 ラsubiectum)

(2)の 表 記法も、ラテン語 のcの 発音を表 しているといえよう。確 かに、促

音の音価に近い音声がある言語 を強いて探せば、atto,efettoな ど、二重子音を

有するイタ リア語が あるが、拙稿 「仮名本語について」(p.17)で 筆記作業グ

ループの構成を考えたと同様に、このイタリア語風の表記の原因をヨー ロッパ

人グループに求 めるよ りも、本語の発音の形を筆記 した日本人にあると考えた

方がよいだろ う。

そ もそも、 日本語 は子音連続 を持 たないため、 日本人にとっては、ctのcは

聞き難かったはずである。 ヨー ロッパ人は これ らの本語を音節にはっき り分け

て発音 した た とえば、表1の5語 目のdefectumをde-fec-tumと 分 けた とし

て も、音節一fec一の最後にあるCは 入声 「ヘ ッ」に聞こえたと十分考えられる。(1)

の 力行音は破裂音cの 音価を保存 したものであるのに対 し、cを 促音と表記す る

のは、入声が二文字で一拍 とな ることを考慮すれば、ラテン語の発音の リズム

をより厳密に写 したものであるといえよう。

この表記法が見られ るのは全体で12語(延 べ101例)あ る。 この中で、cの 読

み方以外ラテン語 である表1の5語 があって、cの 読み方以外ポル トガル語であ

る語が3語 ある。

(3)の 表 記法では、 ラテン語がポル トガル語であるかのよ うに反 映され て

いると考えることもで きるが、単にcが 筆記者に聞こえなかったこと、もしく
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は無表記 となっていることも考え られる。表4の 語の他 に、cがtの 前にあれば

ラテン語 もしくはスペイン語、なければポル トガル語の綴 りに当たる語は全体

で22語(延 べ62例)あ る。

ctの表記に二種類以上の揺れが見られるものは13語 あ る。 揺れが生 じる丁を

見ることにした。

327ウ に ア ク チ ヲ(ラactivus,-m,-a、 ポativo,-a、 スactivo)の2例 の 後 に ア ツ チ

ヲ が1例 出 て く る 。

ラ テ ン語delectatio(ポdeleitagao、 スdelectacion)に 関 し て は 、 デ レ ク タ サ ン

(1例)の 後 に 、 テ レ ツ タサ ン(8例)と テ レゴ タサ ン(8例)の 例 が356オ ～360

ウ の 間 で 入 り交 じ っ て い る。

表記の揺れが非常に狭い範囲で見 られることから、その原因 を翻訳作業が行

われた時期が違った とい うところに求めることも、また複数の言語 を母国語 と

す るヨー ロッパ人が発音を提供 したとい うところに求める ことも合理的でな

い。 どち らも、4-5丁 の問の揺れ の原因ではな さそ うであ る(こ の短い間で翻

訳時期が入 り乱れているとは考えにくい)。

また、アクチヲやアツチヲ、デ レクタサン、テ レツタサ ン、テ レイ タサ ンの

例に関 しては、語尾の形か ら見るとポル トガル語風にな っているが、連続子音ct

のcが 表記 されている例 と表記 されていない例 とがある。cが 表記 されていない

例をポル トガル語 と見ることもで きるが、逆に見れ ばcが 表記 されている例は

ラテ ン語 と語 尾 しか変わ らない ことになる。activoの3例 の全てにお いて、

deleitagaoの全17例 中、9例 においてcが 表記され てお り、ctが 表 記されている例

は少なくないことか ら、これらの語が発音 され た形は、語 中をラテン語、 もし

くはスペイン語のまま、語尾をポル トガル語風に変えたものであったと考えら

れる。

っま り、ctのcが 複数 の表記になっているのは、 ヨmッ パ人が提供 したラ

テ ン語のような発音に、 日本人の筆記者が聞き慣れない連続子音があ り、 これ

を、揺れ をもって筆記 したためであろ う。

二 ・2-bst-(substantia,abstinentia)

ラテン語 においてbstを含 む表現 を見 ると、9種 類で48例 あ るが、単語 として
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は 、 次 の も の が あ る 。

ア ヱ ス チ ネ ン シ ア(ラobstinentia禁 欲 、5例)、 ア 立 ス チ ネ ン シア(2例)、

ア ブ ス(1例)

オ ス チ ナ サ ン(ラobstinatio、 ポoustinag50、 強情 、1例)

ス ス タ ン シ ア(ラsubstantia、 ポsustancia、 物 質 、27例)

ス ス タ ン シ ア ル 、 ス ス タ ン シ ア リ ス(物 質 的 、12例)

この連続子音を含む語はラテ ン語 においてもさほど多くないが、ポル トガル

語では早期に受け入れ られて使用頻度の比較的多い語ではbがuに 弱化 し、 もし

くは完全になくなる場合が多 く、比較的に新 しく受け入れ られた語だけが ラテ

ン語の形をそのまま保 っている。スペイン語では、この連続子音は殆 どの場合

に残っている。

「ススタンシア リス」は 「アツツス ・ヒリムス ・ススタンシア リス」(actus

primussubstantialis,第 一 の物質的所作)と い う明 らかなラテン語の表現の中に

含まれ てお り、語尾を見て もラテン語の綴 りをもとにしているものである。 し

か し、本稿の最初に見たよ うに、子音連続bstの 表記には子音bが 反映 されてい

ない。 つま りこのラテン語はポル トガル語sustancial(推 定 仮名表記はススタン

シアル)と 語尾だけを異に して表記 されているのである。

オスチナサンの一例は語 中と語尾 ともにポル トガル語のものになっている。

これ らの例の中で、bstの3子 音 とも表記に反映され ているのはアフスチネン

シア、そ しておそらくアブス だけであるが、ア ウスチネンシアとなってい

る2例 以外は ラテ ン語 の連続子音は仮名に反映 されていることが分か る。つま

り、このbstに 対 して、少な くとも一回、外国人側はそれぞれの子音 がはっき

りと区別できるラテ ン語(も しくはスペイ ン語)に 近い形 を提示 したのであろ

う。ポル トガル語に似た崩れや揺れは、子音連続が聞き難かった 日本人の筆記

者 によるのではないかと考えられ る。

二 ・3x(]uxuria,mixto,experientia,explicite)

ロ ドリゲス大文典 において、日本語 をローマ字表記す る際に用い られ るxの

発音について、これが 「ポル トガルの発音に似たもので、ラテン語のcsの 連続

子音ではなく、ヨー ロッパの他 の地域における喉咽音 のようなものでもない」

とい う記述がある〔1°)。もちろん ロ ドリゲスの記述の対象になるのはxで 始まるxV
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(x+母 音)の 音節で、そのポル トガル語における発音は田(ま れに有声音の[3P

な のであるが、語尾 も しくは子音に先行する場合xは[s1と 発 音 され る。スペイ

ン語でも同じ発音である。それに対 して、ラテン語では どの位置にある場合に

も[ks]と発音 される。

日本語版では、ラテン語においてxが 含まれる表現は27個 で延べ数323例 あ る。

xVの 場 合が9語(延 べ170例)で 、この内3語 は現代ポル トガル語で も希少な語

で、当時のポル トガル語資料 に見 られない。 しか し、そのすべての表記 に閃

にあたる文字(力 行音)が 見 られず、ポル トガル語風 に表記 されているのであ

る。

例:ル シ ユ リア(luxuriaラ ・ポ 共 通 、性 欲)

エ ゼ ン フ ロ(exemploポ 、 例)

xが 語 尾、 もしくはxC(x+子 音)の 環境 にある19語 で は、ラテ ン語式の発

音を写 した例はexpliciteの1語 だけである。

こ の 語 の 例 を 少 し考 え る 。 こ の 語 は 次 の 形 で 出 て く る 。

explicite(2)エ キ ろ ヒ リ シ テ(1)、 工 三 ヒ(ビ 、 ピ)リ シ テ(19)、 ヱZL

ヒ(ビ 、 ピ)リ シ テ(10)、 ヱ ス ヒ リシ イ テ 、エ ス ヒー(そ れ ぞ れ1例 ず つ)

これらの例の中で、xp1の 子 音連続が発音 され るラテン語 を反映す る例はエ

キ ス ヒ リシ テ の 一例 のみ で あ る。 この 形 は ポ ル トガ ル 語 に な い ため

(explicitamenteとな っている)、 もとになってい る語 をラテ ン語 と見 るべきで

あろう。 この概念は集 中的に多用 される用語で、最初 に79vに お いて ローマ字

表記で紹介された後、上記の表記揺れ をもって88vま で の10丁 の間に32回 出 て

きて、その他 には一切 出てこない(つ ま り、出現箇所が離れてい るから揺れが

出ているのではない)。xの ラテン語 における発音を反映 したエ キス ヒリシテ と

い う仮名表記はこの10丁 の ほぼ真中の85rに 出 てくる。

仮にラテン語を反映 した発音の例が最初に出ていた とすれば、 ヨーロッパ人

宣教師が最初 に新概念を紹介す る際、語形をもっとも厳密 に提供 して、使用す

る内に表記が雑になったとい うような解釈 もつくだろ うが、32回 の 間で真 中の

一回だけにラテン語の表記が出てくる
。 この様子から、外国人側は毎回ラテン

語(ス ペイン語のように発音 しても、この場合 はラテ ン語 と一緒である)の よ

うにxを 発音 していたが、筆記者 がxp(つ ま りcsp)の 三つの子音を正確に聞き

取れなかった可能性が窺われ る。
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三.い くつかの音節の表記について

二 ・1ce,Cl

仮名本語の元の綴 りを調べた ところ、ce,ciの 音節 を含む語がそれぞれ39語

(延べ253例)と79語(延 べ531例)あ る。全ての例においてこれ らの音節はサ

行のセ 、シとポル トガル語式に読まれている。 ラテン語特有の歯茎破擦音(現

代 日本語のチェ、チにあたる)の 読み方が見られる例はヒツチア(fiduccia,ラ 、1

例)で 、一つあるよ うに思 えるが、 この表記は二重子音ccを 反 映 してお り、 こ

の場合 「ccia」はポル トガル語でも破擦音となるため、例外にはならない。

この中で、明 らかにラテン語の綴 りに基づいている例がある。これ らを表2

に掲載 した。

裁

番号 D

シ ル ク ンスペ ツ シ ヨ1

z トシ リタス

エ ス ヒ リシ テ3

イン ヒリシテ4

ヲル カニ シ ア ニマ5

ヘ ルアシテンス6

シン ヒリシテル7

ソ リシ ツ ウ ト8

スヘ シエ ス9

]0 スス ヒイシ ヨ

ラテン語

circumspectio

docilitas

explicite

implicate

organicianima

peraccidens

simpliciter

solicitudo

species

suspicio

ポルトガル語

circunspegao

docilidade

explicitamente

implicitamente

almaorganics

poraccidente

simplesmente

solicitude

especie

suspeipao

スペイン語

circunspeccion

docilidad

explicitamente

implicitamente

animaorganica

poraccidento

simplemente

salicitud

especie

susplcacla

表2の 表現以外に、ce,ciの 発 音を除 くとポル トガル語 とラテン語の発音が共

通す る表現は22例 あ る。ceの39語 とCtの79語 を合計 して、表2の ラテン語10語 と

ラ ・ポ共通形22語 を 引くと、残 りの86例 は ポル トガル語である。表2に ある、

綴 りが明 らかにラテ ン語 であ る表現の場合で も、ciとceは 一般に ラテ ン語式で

はな く、歯茎摩擦音 として発音 されたことになる。つま り、これらの本語 はも

ともとラテン語であるにもかかわらず、ポル トガル語のように扱 われたのであ

る。
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表2の ラテ ン語を含めて、合計のll8語(延 べ784例)の 全てにおいてcc,ciが

サ行音のセ、シとなっている。 これ らの784例 で はceとciの 表記 に～度 も揺れが

ないとい う事態か ら、筆記者がce、ciを 破擦音 と聞いて、～律に誤 りなくすべ

てをポル トガル語的な読み方に変えた とは考えにくい。 この発音は、筆記者に

本語 を提供 したラモン師もしくはラモン師の和訳を伝えた ヨー ロッパ人宣教師

の もの としか考えられない。

ところで、330オ に 、MentiSilb19ttOC6と い う奇妙な表記の語がある。 ラテン語

版 と比較 した結果、これはMentiscおcitas(理 性 の盲 目)に 当たる。c田citasにはcae

とCIの両方が出てくる。ceとC1を 表 記す るために用い られた文字 を見ると、こ

れはギリシャ語文字ではなく、キ リル文字 「q」である(現 代 のスラブ系の言

葉では、この文字の発音は歯茎破擦音[切 である)。 も う一つ特殊な宇がラテ

ン語の二重母音記のために用いられているのはキ リル文字 「H」。

この よ うな文字 で書かれた例は他に一カ所あ る(362オ に 「Kλblμb㎜α」

clementia)。 拙 稿 「成立について」(p」3)で 日本語版にお けるローマ字の筆跡

がイ、ロ、ハの3種 類 ある と指摘 したが、両方の本語の前後は ヨー ロッパ人に

よると思われ るロの筆跡である。

これ らの二例が本書に存在す る意味を検討 してみる。 このような記Aは ラテ

ン語版に一例 も出てこない。その上、c田citasもclementiaも ラテ ン語で、ギ リシ

ャ語の借用語でない。 したがって、このような文字で書かれ る意味があるとす

れば、それは ローマ字では紛 らわ しい発音の特徴を示すために違いない。つま

り、このキ リル文字 を交えたギリシャ語文字はある種の音声表記のために用い

られているのではないかと推定 され る。

この中で、「bl」と 「9」が出てくる。前者に関 しては、ラテ ン語のe(長 音)、e

(短音)と 二重母音田に対 して用いられることが以上の二例か ら分かる。qHqπασ

(c田citas)に 関 して、あえて 「Y」が用いられたのは、ラテ ン語 の発音規範を

示すためではないかと考えられ る(そ して、ギリシャとキ リルの難解な文字が

用い られたのは、 これ らの文字が、日本語版の筆記や書写に関わる者の意図に

従って勝手に改め られないよ うにするためか もしれ ない)。 つ まり、これ らの

本語を筆記 したロの筆跡の持ち主(お そ らくヨーロッパ人)は 、適切に思 えた

発音をこの形で確保す るため、わざとこのような見慣れない文字を用いたので

はないかと考 えられ る。拙稿 「ローマ字本語 について」(p.19)で は 、 ロの筆

跡にスペイン語の語 も存在すると指摘 した。 あるいはこの筆跡の持 ち主が ラモ
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ン師自身であった可能性 もあるが、ceとC]の 表記に用いられているセ とシは、

これ らの文字で規範 とす る発音を正確 に写 した ものではないだろう。

三 ・2語 尾 一tia(potentia,substantia)

母音 も しくは鼻音に後続す るtiaはラテ ン語 の抽象名詞によく出て くる語尾

で、ラテ ン語ではtは歯茎破 裂音 に発音され る。 この語末をもつラテ ン語がポ

ル トガル語、スペイン語に受け入れ られ ると、tiaが摩 擦音一cia(発 音 はトsia])

にな る場合が多い。

例:potentia(ラ)>potencia(ポ 、 ス)

発 音 の 上 で 、 ラ テ ン語 の 形 と ポ ル トガ ル 語 や ス ペ イ ン 語 の 形 は 語 尾 の 一tiaが

【-tia]と【-sia】と異 な っ て い る以 外 は 差 が な い 。

ti自体 が三 ・1のce、CIの よ うにどこでも摩擦音で読まれるわけではない。母

音aとoに 先行する場合以外、tiはチ と表記されているか らである。

例:ア ヒル マ チ イ ワ(affirmativaラ ・ポ 共 通 、 肯 定 的)

ア ル チ イ シ モ(altissimoポ 、 最 高 の)

ラ テ ン 語temperantiaに 当 た る ポ ル トガ ル 語 はtemperangaで 、 スペ イ ン 語 は

temperanciaで あ る 。 日 本 語 版 に は テ ンペ ラ ン サ の1例 と、 テ ンペ ラ ン シ ア のll

例 と 、両 方 の 形 が 出 て く る 。テ ンペ ラ ン シ ア の 場 合 、 読 み 方 は ラ テ ン 語 の 「tia」

の[t)を 摩 擦 音 鵬 と し て い る か 、 ス ペ イ ン 語 を 写 して い る よ うに も考 え られ る。

ラテ ン語justitia(ポjustiga、 スjusticia)の 仮 名表記では、語尾が省略 され て

いる例 と誤写の例を除 くと、単独語で64例 、そ して二語熟語では40例 が ある。41

例 あ るシユスチイシアが中心 とな り、シユスチシア、シユスチシヤ、シユスチ

イシヤの揺れがあるが、すべての例において語末は 「シア」か 「シヤ」になっ

てお り、ポル トガル語の表記にあたる 「シユスチサ」は一例 もない。

ラテ ン語 とポル トガル語 が明 らかに異なる単語もある。た とえば、ラテ ン語

sapientiaに当たるポル トガル語はsabedoria(ス ペイン語ではsabiduria)で あ るの

で、仮名表記で出て くるサ ヒエ ンシアが ラテン語の綴 りを反映 しているのは明

らかである。に もかかわ らず、-tiaに当た る仮名はチアではなく、摩擦音のシ

アとなっているか ら、ラテ ン語sapientiaが ポル トガル語、もしくはスペイ ン語

であるかのように捉 えられて発音 されていたことが分かる。

上記の例 を含み、ポル トガル語でtiaを含 まない例を表3に ま とめた。

(13)



麹

番号 日本語版の例

フルテンシアカルニ ス1

チ リスチイシアz

サ ヒエ ンシア3

ア ミシシア4

シユスチイシア5

イ ンシユ スチイ シヤ6

テ ンヘ ランシア7

イ ンテ ンヘランシア8

顯

prudentiacamis

tristitia

sapientia

amicitia

justitia

injustitia

temperantia

intemperantia

礪

prudenciada

came

tnsteza

sabiduria

amizade

justiga

injustiga

temperanFa

intemperan守a

醗 該当言語

prudenciadelayx

carne

tristeza

sabedoria

amistad

justicia

injusticia

temperancia

intemperancia

x

x

X

スペイン語

スペイン語

スペイン語

スペイン語

表3の 例にある語形は、表現全体か らラテン語に基づいていると考えるべき

であろ う。 しか し、この場合にも、語尾・tiaの表 記はラテ ン語の発音 に基づい

た 「チア」ではない。tiaの表記が 「シア」 となっている原 因に関 しては、解釈

は二つ考えられる。

(1)ラ テ ン語にお ける語末の 「tia」の発音は厳密 に仮名 で反映できない音

であった こと。中世以降のラテン語 では、語末のtiaやdoのtiが 前 舌歯茎破擦音

の[tsi】と発音 されることがあるσ1}。この音は仮名の一字では厳密に表せないが、

もし一字で表そうとするならば、破擦音の 「チ」か摩擦音の 「シ」 しかない。

両方 とも歯茎破擦音か ら離れてお り、なぜ 「チ」の例が一つ もないのかは説明

しに くい。 したがって、この可能性は低い もの と見 られる。

(2)こ れ らの語はポル トガル語、もしくはスペイン語 として扱われた こと。

前述 した如く、ラテン語でtiaに終 わる語は、ポル トガル語やスペイ ン語では語

末がciaに 変 わること以外相違 点がない場合が多い。 ポル トガル語では子音連

続の一部が簡素化 され るが、スペイン語ではこの現象 も少 ないため、語末の綴

りと発音の変化以外ラテン語に似た語形がポル トガル語よ りも多い。 この意識

が働いて、もともとラテン語の綴 りであった語がポル トガル語(ご く一部スペ

イン語)で あるかのように表記 されたことになる。

この場合に、ヨーロッパ人宣教師がラテ ン語をスペイ ン語風に発音 していた

ことによるか、それ とも筆記者がラテ ン語の発音をポル トガル語に転 じたこと

に よるかについて考 える。仮 に、 ヨー ロッパ人宣教師が語尾一tiaをラ テン語の
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一般の発音を した とする と
、た とえ両ustitiaの場 合には、発音は 「ジュスチイ

チア」のようなもの と推定される。日本語版では表記の揺れがたくさん見られ、

本稿でCL,bstの 場合で見た ように、宣教師がラテン語の完全な語形を提供した

とすると、少な くとも何カ所かにラテン語の発音を反映する 「チア」が見られ

るはずである。 しか し、ラテ ン語の綴 りでtiaを含 む語や表現は全体で97語(延

べLO70例)あ るが、「チア」の例が一つ もなく、全ての例でtiaが 「シア」に表

記 されている。 それ は、tが 本当に摩擦音 として発音 されたために違いない。

ゆえに、 この表記は ヨー ロッパ人宣教師の発音(あ るいは、ある種の詑 り)に

よると見るべきであろう。

どちらの解釈 にして も、三 ・1で も見たように、ラテン語の場合にもtiaが 「シ

ア」 と読まれている事象は筆記者の判断によるとはいえない。

三 ・3語 尾 一tio(satisfactio,adoratio)

本節では、ラテン語の語末tioに関 連す る表記を考察す る。

語尾一ioに終 わるラテ ン語の多 くの場合、ポル トガル語ではこれが一ao(発 音

は[-am])に 変化する(こ の語尾は読み方 こそ違 うものの、表記上スペイン語、

フランス語 、英語な どでは一ionにな っている)。 この語尾を持つラテン語の言葉

は現在 の諸言語で も多く用い られ、文語や専門語に多い。

変 化 と し て は 、 い くつ か の 種 類 あ る 。

例:-tio→-Sao(detractiovs.detragao)

一SiO→-gaO(COn琵SSiOvS.COn行950)

-gio-→-giao(religiovs .religiao)

-niO→-niao(uniovs .uniao)

以上の変化に共通 してい る一ioは、 ポル トガル語で一ao、スペイン語で一ionにな

っているので、仮名表記か ら原語の識別は簡単に出来る。ポル トガル語式の表

記が出てくる例が最 も多く、ラテン語やスペイ ン語式の表記の例は数例 しかな

い。

一tio(-Sao)に 焦 点を当てると、日本語版では、ポル トガル語の語尾 「―サン」

とい う仮名表記を持つ表現が64例(延 べ664例)あ って、スペイ ン語の 「一 シ

ヨン」を持つ語が1つ(延 べ1例)あ る。 「シヨ」に終わる語は36語 で157例 あ る

が、元のラテン語の綴 りがtioに終 わるのに対 して、仮名表記では語尾が 「一 シ
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ヨ」 となってお り、ラテン語の発音 を反映すると思われ る 「チヨ」の例は一つ

もない。つま り、前節の一tiaと同様、tiがラテン語の発音に当たる 「チ」ではな

く、「シJと 表記されている。

前節のtiaの場 合にはラテ ン語 とポル トガル語やスペイン語の発音は近似 して

いるか ら、tiaが 「シア」に表記 されている原因をヨー ロッパ人の発音の託のよ

うな特徴 として考えたが、 この場合にはポル トガル語やスペイン語の語形 と発

音が異なっているため、前節で考 えた(1)の 単純な発音の癖では説明 しきれ

ない。

しか し、ラテン語のtioの語 尾 とは無関係だが、ポル トガル語には 「cio」に

終わる語がある。 日本語版に次のよ うな語がある。

例:シ リ シ ヨ(cilicio修 行 衣)4例

サ キ リ ヒイ シ ヨ(sacrificio犠 牲)93例

ま た 、 ポ ル トガ ル 語 で は 語 末 が 一Saoに な ら な い が ラ テ ン 語 で 一cioに終 わ る語

もあ る。

例:シ ユ チ イ シ ヨ(judicio裁 判 、2例)cf.シ ユ イ ゾ(juizo)

doをCIOに 変 える現象はこれ らの形か らの類推 と考えることができる。 とこ

ろで、これ らの形の語尾C10も 、三 ・1で見たように、 ラテ ン語では破擦音 をを

含み、仮名では 「チ ヨ」にふ さわしいのに、 このよ うな例は一つ もない。 また

ラテ ン語の語末doが 「チヨ」になっている例が一つもないことを考えると、語

末の類推があった としても、doが 「シヨ」 と表記 されている原 因は、 ヨー ロッ

パ人宣教師の発音にあることになる。

これ らの語のもう一つの特徴 としては、複数の言語に基づいた形による揺れ

がある点がある。二言語以上に基づくことによって、語形の揺れが著 しい例を

表4に 挙げた。それぞれの語形 に該 当する推定仮名表記をあげたが、ce,CIま たtio

をサ 行音 として表記 しておいた。
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麹

講義要綱の例

エスコムニ ョ

エスコムニアン

エスコムニカサン

テスヘ ランサ

テスヘ ラサン

ァスヘ フン〆ヨ

ア トラシヨ

ア トラサ ン

セネラサン

セラサン

ラシヨ

ラサン

ラテン語綴り

(推定仮名表記)

Excomunicatio

(エ キ ス コ ム ニ カ

シ ヨ)

desperatio

(テ スヘ ラシ ヨ)

adoratio

(ア トラシ ヨ)

Generatio

6ゼネ ラシ ヨ)

Ratio

(ラ シ ヨ)

ポル トガル語綴り

(推定仮名表記1

Excomuniao

(エ ス コム ニ ア ン)

desperagao

(テ スヘ ラサ ン)

adorag乞o

(ア トラサ ン)

Gerag乞o

(ゼラサン)

rezao,razao

(レ ザ ン)

スペイン語表記

(推定仮名表訥

該当原語

excomumon X

(エクス コムニ ヨ ポ

ン)x

desesperacion

(テ スヘ ラ シ ヨン)

adoration

(ア トラ シ ヨン)

generation

(ゼネ ラ シ ヨンう

radon

ラ シ ヨン

x

ボ

ラ

ラ

ボ

x

ポ

ラ

ボ

表4か ら分かるよ うに、一語に対 して、様々な形が出て くる。ポル トガル語

あるいは ラテン語の綴 りに関係 していると断定できる場合があるが、 どの言語

にもない形 も見 られ る。

た とえば、「エスコムニカサ ン」は ラテン語のexcommunicatio(推 定 仮名表

記エスコムニカシヨ)か ら語尾をポル トガル語風に変えられたようである。テ

スヘ ラシヨ、ア トラシヨをサキ リヒイシヨ、シ リイシヨか らの類推 と考えるこ

とができる。

テスヘランサ(絶 望)は 、ラテン語desperatioを ポル トガル語に直すため、ポ

ル トガル語 におけるその反義語esperanga(エ スヘランサ)と 対立させた上、語

頭des一を反義語の造語 に用い られる接頭辞des一と類推 した ものと見る ことがで

きる。

つ ま り、これ らの例 を一つ一っ考えるとヨーロッパ人がラテン語からポル ト

ガル語に直そ うとした結果 できあがった形 と見ることもできるが、全てを見る

と、表4の 形に対応す るポル トガル語が存在 していたにもかかわ らず、ラテン

語の形を中途半端に遵守す るような数種類 の形が生 じている。 この様子から、

本語 をポル トガル語 に変える意図は認 められるが、これはもともとラテン語で
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書かれた本語がそ の場で臨機応変にポル トガル語風 に変 え られただけであろ

う。 「ローマ字本語について」の結論でも、 日本語版の原本 にスペイ ン人がか

かわった可能性を指摘 したが、表4の 形か ら見て も、筆記者 に発音の形を提供

した ヨーロッパ人がポル トガル語を母国語 としていなかったことが窺われ る。

四.お わ りに

本稿第二章で見たよ うに、ラテン語の子音連続の表記例 には、いずれかの(特

に前項の)子 音 を脱落 させ る場合と表記す る場合があ り、同一語の表記の揺れ

も見 られる。 この事態から、筆記者に発音の形を提供 した と思われ るヨー ロッ

パ人はこれ らの子音連続をラテ ン語 もしくはスペイ ン語にあるような完全 な形

で発音 したが、日本語で聞き慣れないこれ らの音を筆記者が聞こえた ように記

そ うとした結果、揺れが生 じている可能性があると考 えた。

第三章で検討 した表記の特徴は筆記者によるのではなく、筆記者 に本語 の発

音を提供 した ヨー ロッパ人によるようである。 このヨーロッパ人は、ラテン語

の語形 をポル トガル語風に発音 して、語尾をポル トガル風に変 える意図が明ら

かであるが、ポル トガル人ではなかった可能性が高い。そ もそも、子音連続の

表記には、ポル トガル語にない、ラテン語 もしくはスペイ ン語 の発音 を反 映す

る例があり、またce、ciの 表記 、語尾の変化や語形の揺れにはラテン語 にない、

ポル トガル語 とスペイ ン語の形が関わっている。つま り、スペイ ン語 がこれ ら

の事象に共通 している。 この状況から、筆記者 に発音 を提供 したヨーロッパ人

宣教師がスペイン人であったと考えることができる。 このスペイン人がラモン

師 自身であった可能性 もあるが、スペイン人が、ラテ ン語の形を、 さほど詳し

くない と見えるポル トガル語に変えなければな らなかった理由を考えると、ヨ

ーロッパ人 と日本人の筆記者のや りとりに当たってか、それ とももっ と一般的

に、当時の私文の文章の作成に当たってか、本語を使用す る限 りはポル トガル

語が一種の共通語 となっていた可能性が十分にある。

〈注〉

(1)『 国語 国文 』、第71巻 第10号.

(2)『 国語 国文 』、第72巻 第6号.

(3)『 國文 學論 叢』、第io号.
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(4)『 國 文 學 論 叢 』、 第9号.

(5)国 原 吉 之 助 氏 『中 世 ラ テ ン 語 入 門 』、p.39.

(6)Alvazezの ラテ ン 語 文 法(Alvarez,Emmanuel"De[nstitutioneGrammatica",Ioames

Barrerius,Olyssippone,1572)に よ る と、consonasmutaeは8つ あ って 、それ らはbcdg

kpqt、 いず れ も破 裂 音 で あ る。 そ れ に対 し、semiuocalesがf,1,m,n,r,s,x,zと ま

た8つ あ る(p.197)。 こ の分 類 は ダ ン ジ ェル 著 「ラ テ ン語 の歴 史 」 にお け る もの と

合 致 してい る。 従 っ て、 そ の和 訳 に用 い られ る破 裂 音 とい う名称 を採用 す るが 、発

音 され な い意味 の破 裂音 で は な い。 またsemiuocalesも 現在 用 い られ てい る半母 音 の

意 味 で はな い。

(7)ToruMaruyama,"KEYWORD-IN-CONTEXT-NDEXOFTHEGRAMMATICADA

LINGOAGEMPORTUGUESA(1536)BYFERNAODEOLIVEYRA"Nanzan

University,2001,Nagoya,p.23.

18)Rodrigues,Joao"ArseDaLingoadeJapam",Amacusa,1604,6v.

(9)MARUYAMA,Toru"KEYWORD--N-CONTEXT-NDEXOFTHEREGRASQUE

ENS-NAMAMANEIRADEESCREVEREAORTHOGRAPHIADAL-NGUA

PORTUGUESA(1574)BYPERODEMAGALHAESDEGANDAVO"Nanzan

University,Nagoya,Japan,2001,p.10.

(10)Assyllabasx臥xe,XI,xo,xuseandepronOciarcomonoPo血gues,quandodizemos

xaque,almoxarise,prize,perixil,queixo&c,&naocomonoLatimcom,cs,nemcomo

emalguaspanesdeEuropeondesepronunciaguturalmente.(p.61v)

(1Dジ ャ ク リー ヌ ・ダ ンジ ェル 著 、遠 山一 郎 、高 田大 介訳 『中世 ラテ ン語 』 文庫 クセ

ジ ュ、 白水 社、 東 京 、2001年 、p.98.
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